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愛
媛
県
に
お
け
る

真
珠
母
貝
養
殖
の
推
移

　

愛
媛
県
で
は
、
宇
和
海
沿
岸
海
域

で
真
珠
母
貝
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
記
録
が
残
る
昭
和
46
年
以

降
、
一
貫
し
て
生
産
量
、
生
産
額
と

も
に
日
本
一
で
す
。

　

県
内
に
お
け
る
真
珠
母
貝
養
殖
の

ピ
ー
ク
は
、
生
産
量
ベ
ー
ス
で
平
成

元
年
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
昭
和
60
年

で
あ
り
、
昭
和
50
年
代
半
ば
か
ら
平

成
６
年
頃
（
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ

い
死
が
起
き
た
時
期
）
ま
で
が
最
盛

期
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
水
産
業
が
盛
ん
な
愛
南
町
。
漁
船

漁
業
や
魚
類
養
殖
の
ほ
か
、
内
海
地

域
を
中
心
に
真
珠
母
貝
養
殖
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
真
珠
母
貝
と
は
真
珠
を
生
み
出
す

貝
の
こ
と
を
指
し
、
日
本
で
は
主

に
ア
コ
ヤ
ガ
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
愛
南
町
は
日
本
一
の
母
貝
産
地

で
あ
り
、
真
珠
養
殖
の
出
発
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
集 

よ
り
良
い
母
貝
で
、
よ
り
良
い
真
珠
を
!

愛
南
町
は
真
珠
養
殖
の
出
発
点

【愛媛県における真珠母貝養殖】

経営体数 生産量　㌧ 生産額　百万円

全国 愛媛 全国 愛媛 シェア　％ 全国 愛媛 シェア　％

昭和60年 1,861 1,420 7,676 5,833 76.0 14,943 12,424 83.1

平成元年 1,456 1,064 9,388 7,504 79.9 11,413 9,366 82.1

平成27年 ― 230 1,107 930 84.0 1,098 958 87.2

愛媛県ホームページより

真珠母貝として用いられるアコヤガイ

アコヤガイの採卵作業をする愛南漁協の山本次
じ

郎
ろう

さん

愛南町海洋資源開発センターにおけるアコヤガイの稚貝出荷の様子
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愛
南
町
の
真
珠
母
貝
養
殖

　

愛
南
町
に
お
け
る
真
珠
母
貝
養
殖

の
歴
史
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
に
始

ま
り
、
昭
和
50
年
代
に
定
着
し
ま
し

た
。
現
在
は
母
貝
養
殖
業
者
の
数
が

最
盛
期
と
比
較
す
る
と
１
／
３
ほ
ど

に
減
少
し
て
お
り
、
内
海
、
御
荘
、

西
海
の
３
地
域
を
合
わ
せ
て
１
１
０

軒
が
養
殖
を
営
ん
で
い
ま
す
。

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン

タ
ー
の
取
組

　

愛
南
町
で
は
、
町
有
施
設
で
あ
る

愛
南
町
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
）
を
中
心
に
、

愛
南
漁
協
、
愛
媛
県
お
よ
び
愛
媛
大

学
が
連
携
し
、
優
良
母
貝
の
研
究
開

発
・
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
コ
ヤ
ガ
イ
、

天
然
採
苗
か
ら
人
工
採
苗
へ

　

宇
和
海
沿
岸
海
域
は
海
中
に
杉
の

葉
を
つ
け
る
こ
と
で
自
然
に
ア
コ
ヤ

ガ
イ
の
稚
貝
を
採
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
海
域
で

し
た
。
こ
の
手
法
を
「
天
然
採
苗
」

と
言
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
人
工
ふ
化
に
よ
る

稚
貝
生
産
の
こ
と
を
「
人
工
採
苗
」

と
言
い
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成

３
年
の
施
設
設
立
当
初
よ
り
試
験
的

に
人
工
採
苗
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
、
貝
柱
が
赤
く
変
色
し
死

に
至
る
病
気
（
赤
変
病
）
が
ま
ん
延
し
、

ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ
い
死
が
起
こ
る

と
、
稚
貝
の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
天

然
採
苗
か
ら
人
工
採
苗
へ
と
一
気
に
シ

フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ
い
死
が
起

こ
っ
た
後
、
高
い
耐
病
性
を
持
つ
国

産
系
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
で
あ
る
「
耐
性

貝
」
が
県
や
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
愛
南

漁
協
な
ど
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
外
の
耐
病
性
の
高

い
ア
コ
ヤ
ガ
イ
と
交
配
さ
せ
た
「
耐

性
交
雑
貝
」
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

稚貝生産【愛南漁協・海洋センター】 初年３月～

４月頃（ふ化から出荷サイズまでが約 40 日間）

▼

稚貝出荷【愛南漁協から母貝養殖業者へ】 初年４

月～ 5 月頃

▼

母貝養殖【母貝養殖業者】 初年４月頃～翌年 11

月頃まで（約１年半を母貝養殖業者が育てる）

▼

母貝の出荷【母貝養殖業者から真珠養殖業者へ】

翌年 11 月頃

▼

真珠養殖【真珠養殖業者】 翌年 11 月頃～翌々年

12 月頃まで

（約１年間、真珠養殖業者にて真珠を作る）

途中、真珠の核入れ【真珠養殖業者】 翌々年４月

頃から夏場にかけて

▼

真珠の完成【真珠養殖業者】 翌々年 12 月頃（真

珠の入札会の開催）

真珠養殖の流れ（当
とう

年
ねん

物３年、越
こし

物
もの

４年）

美しい真珠ができあがるまでには
長い年月がかかります。

当年物の場合
（愛南町内海海域における海洋センター出荷分）

　

耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝
、
ど
ち

ら
が
良
い
か
は
そ
の
と
き
の
海
の

環
境
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

高
水
温
の
と
き
は
耐
性
交
雑
貝

が
適
し
て
お
り
、
逆
に
低
水
温
の

と
き
は
耐
性
貝
が
良
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
、
海
の
環
境
が
ど
う
な
る

か
は
予
測
で
き
な
い
の
で
、
両
方

を
生
産
す
る
こ
と
が
母
貝
・
真
珠

生
産
者
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
分
散

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
和
海
の
真
珠
養
殖
は

北
は
明
浜
か
ら
南
は
愛
南
ま
で
あ

ど
っ
ち
が
良
い
の
？
耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

愛
南
漁
協
・
種
苗
生
産
担
当　

濵
田
茂し

げ

樹き

さ
ん
の
話

り
、
愛
南
漁
協
生
産
の
耐
性
貝
・

耐
性
交
雑
貝
は
ど
の
環
境
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
研
究
・
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

海洋センターの施設内で稚貝を人工的にふ化

させる「人工採苗」

昭和 50 年代の柏崎沖

杉葉を海につけて稚貝を

採取する「天然採苗」
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特集
より良い母貝で、より良い真珠を!

愛南町は真珠養殖の出発点

特集

人
工
採
苗
と
母
貝
養
殖

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
愛
南
漁
協

が
主
体
と
な
り
、
12
月
か
ら
ア
コ
ヤ

ガ
イ
の
餌
の
培
養
を
開
始
し
、
１
月

か
ら
は
親
貝
飼
育
・
採
卵
・
幼
生
飼

育
を
経
て
、
耐
性
貝
と
耐
性
交
雑
貝

を
生
産
し
、
愛
南
町
の
母
貝
養
殖
業

者
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
母
貝
養
殖
業
者
は
海
洋

セ
ン
タ
ー
か
ら
仕
入
れ
た
稚
貝
を
約

１
年
半
、
自
身
の
養
殖
漁
場
で
養
殖

し
ま
す
。
そ
の
間
、
貝
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
個
数
を
調
整
し
、
か
ご

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
母
貝
養
殖

業
者
か
ら
真
珠
養
殖
業
者
に
出
荷
す

る
と
き
に
は
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
は
７
〜

８
㌢
程
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

母
貝
の
品
質
は
真
珠
の
品
質

　

真
珠
の
生
産
に
あ
た
り
、
母
貝
の

品
質
が
最
終
的
な
真
珠
の
品
質
に
影

響
す
る
た
め
、
良
い
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を

作
る
こ
と
が
良
い
真
珠
を
作
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
品
質
な

ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
開
発
す
る
た
め
の
研

究
を
現
在
も
進
め
て
お
り
、
耐
性
貝

や
耐
性
交
雑
貝
の
品
質
向
上
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

海洋センターの飼料室でアコヤガイの餌とな

る植物プランクトンを培養しています

国
産
貝
や
天
然
採
苗
の
復
活
を

　

耐
性
交
雑
貝
は
生
産
に
お
け
る
ロ

ス
が
少
な
く
人
気
の
高
い
母
貝
で
す

が
、
現
在
は
耐
性
貝
の
品
質
が
向
上

し
、
生
産
に
対
す
る
要
望
も
年
々
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
廣
瀬
琢た

く

磨ま

さ
ん

は
、
「
耐
性
貝
の
品
質
を
高
め
、
昔

の
よ
う
な
国
産
貝
主
体
の
真
珠
・
母

貝
養
殖
に
戻
し
た
い
。
そ
し
て
、
可

能
で
あ
れ
ば
天
然
採
苗
が
で
き
る
豊

か
な
海
の
復
活
も
模
索
し
た
い
」
と

今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
母
貝
か
ら
よ
り
良
い
真

珠
を
。
そ
の
た
め
の
努
力
は
こ
れ
か

ら
も
続
き
ま
す
。

選抜した親貝を約１か月間飼育し、採卵の準

備をしています

親貝の肉質や真珠層などから品質を評価し、

採卵に用いる貝を決定します

海洋センターに勤務する町職員の廣瀬琢
たく

磨
ま

さん。

海洋センターでは町、漁協、生産者が連携して真珠養殖に

関する研究が進められています

付着器を容器に入れ、４月から５月頃に愛南

町の母貝養殖業者に稚貝を出荷します

約 40 日間飼育した後、付着器と呼ばれる黒いネッ

ト１枚には２㎜程の稚貝が約１万個付着しています

選抜した優良な親貝から卵と精子を取り出

し、人工的に授精させます

人工採苗によるアコヤガイの稚貝生産から出荷まで

❶ ❷ ❸

❻ ❺ ❹
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所 在 地：愛南町家串 1268 番地 2

電話番号：0895-85-0585

平成３年設立。

真珠養殖の研究等を行う施設とし

て立ち上げられ、現在はアコヤガ

イの稚貝の生産および母貝養殖業

者への出荷を中心に、優良な種貝

の研究開発・保存などを行ってい

る。

また、新品種としてヒジキやヒロ

メなどの養殖に関する研究も行っ

ている。

　

仕
入
れ
た
稚
貝
は
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
り
ま
す
。
広
い
環
境
の
方

が
貝
も
餌
を
取
り
や
す
く
、
よ
り

大
き
く
な
る
た
め
、
１
つ
の
か
ご

に
対
し
て
何
個
の
貝
が
ベ
ス
ト
な

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
次
の
か
ご

に
入
れ
替
え
る
作
業
を
繰
り
返
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
は
フ
ジ

ツ
ボ
な
ど
が
付
着
す
る
た
め
、
定

期
的
な
貝
の
掃
除
が
必
要
で
す
。

最
終
的
に
は
仕
入
れ
た
貝
の
７
〜

８
割
ほ
ど
が
出
荷
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
番
の
や
り
が
い
は
良
い
真
珠

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
良
い
親
貝

か
ら
良
い
稚
貝
を
作
り
、
そ
の
貝

か
ら
最
終
的
に
良
い
真
珠
が
で
き

て
、
真
珠
養
殖
業
者
の
方
か
ら
「
良

い
珠
が
出
た
よ
、
ま
た
来
年
も
頼

む
よ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
の
は

喜
び
で
あ
り
、
一
番
の
や
り
が
い

で
す
。

「
一
番
の
や
り
が
い
は
良
い
真
珠
が
で
き
る
こ
と
」

母
貝
養
殖
業
者　

兵
頭
勝か

つ

也や

さ
ん
の
話

愛南町海洋資源開発センター

寄稿：愛媛大学大学院 農学研究科 三浦猛研究室 特任助教　岩井俊
と し

治
は る

真珠養殖はバイオテクノロジー

研究者の視点から

　真珠養殖は、アコヤガイの

特性を活かし宝石である真珠

を生産する日本で誕生したバ

イオテクノロジーです。現在

まで、研究者や真珠養殖業者が真珠を生産する

技術を進化させました。しかし、真珠養殖にとっ

てアコヤガイの飼育が最も重要なことは昔から

変わりません。宇和海沿岸は数十年にわたって

真珠母貝生産量全国１位です。これは、アコヤ

ガイの飼育に適した海域であるからです。宇和

海沿岸は温暖な黒潮が流れ込み、複雑な海岸線

のため穏やかで、水深が深く真珠養殖に適した

アコヤガイが生産できます。

　良いアコヤガイを選抜しても、真珠が生産

されるまで時間が掛かります。さらに、「良い」

アコヤガイの基準が不明確であり、長年の勘や

経験に頼っています。そのため、選抜のための

科学的な基準が必要です。平成 24 年にアコヤ

ガイの全ゲノム情報（生物の設計図である遺伝

子情報）が解読されました。我々は海洋センター

のアコヤガイのゲノム情報を解析して、「良い」

アコヤガイの基準となるものを探索中です。

　愛媛大学では、平成 28 年度まで愛南町船越

の南予水産研究センターで研究を行ってきまし

たが、平成 29 年度からは宇和島市水産振興セ

ンターで研究を行っています。真珠養殖に関

わっている方々の経験と科学的な目を融合させ

て、「良い」アコヤガイはなんであるのか、選

抜するためにはどんな基準を使えば良いのかな

どの課題を解決するために海洋センターや養殖

業者さんたちと研究を続けていきます。


